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第53回大分県柔道選手権大会及び第40回大分県女子柔道選手権大会の開催について

師走を迎え、各位におかれましては、益々ご多忙の時期におそれいりますとともに、本年も本連盟の運営にご協力を賜りましたとにつきましてお礼を申し上げます。
さて、標記の大会を下記の要領により開催することとなりました。
つきましては、ご多忙の折とは存じますが、貴所属選手の出場につきまして、格別のご配慮をいただきますようお願い申し上げます。

記

１．日　時　　令和７年２月９日（日）
·    ８：３０　　受付（道場３入口付近）
· 　 ９：３０ ～ 監督審判会議（道場２）
　　・　１０：００ ～ 開会式
・　１０：１０ ～ 試合開始

２．場　所　　
　　「レゾナック武道スポーツセンター柔道場」

３．種　別
（１）「大分県柔道選手権大会」
・高校生以上の男性。段位、職業、体重等の制限はない。
・名実ともに県柔道チャンピオンを決める。
・九州柔道選手権大会（全日本柔道選手権大会）の県予選を兼ね、上位４名を大分県代表として推薦する。

（２）「大分県女子柔道選手権大会」
・中学２年生以上の女性。段位、職業、体重等の制限はない。
・名実ともに県女子柔道チャンピオンを決める。
・九州女子柔道選手権大会（全日本女子柔道選手権大会）の県予選を兼ね、上位２名を大分県の代表として推薦する。


大会実施要項（修正１）※赤字部分は修正箇所
令和７年全日本柔道選手権大会及び全日本女子柔道選手権大会に準じ、本大会申し合わせ事項により、以下の通りとする。

1． 試合方法
1 国際柔道試合審判規定および全日本柔道選手権大会申し合わせ事項にて行う。

2 試合時間は、男女ともに５分間とする。

3 スコアは「一本」「技あり」「有効」の３種類とし、「技あり」２つで合わせ技「一本」とする。抑え込みの時間は２０秒で「一本」、１５秒以上で「技あり」、１０秒以上で「有効」とする。

4 「指導」による罰則は、４回目が与えられた時点で「反則負け」とする。

5 試合時間内に勝敗が決しない場合は、旗判定にて勝敗を決する。
その基準は、試合態度、技の効果と巧拙、及び反則の有無等を総合的に比較する。攻撃を高く評価するため「指導」の数のみを持って判定材料とはしない。

6 立ち姿勢において、相手と組んだ状態で攻撃・防御のために、相手の帯から下を掴む（触れる）ことは反則（指導）とはしない。但し、相手と組んでいない状況で直接相手の帯から下へ攻撃を行うことは反則（指導）とする。

7 体重無差別とし、試合はトーナメント方式で実施する。

8 男子については、敗者復活戦を行い、上位６名を選出する。敗者復活戦は、同じブロックの準々決勝敗者同士が対戦し、その勝者は、別ブロックの準決勝敗者と３位決定戦を行う。

9 男子３位決定戦の敗者、女子準決勝の敗者は、抽選により九州柔道選手権大会補欠の優先順位を決める。

10 柔道着については、2022年１月から国際柔道連盟が改正した柔道着コントロールで実施する。※詳しくは別紙参照
全柔連柔道衣規格に合格した柔道衣（上衣、下穿、帯）を着用すること。柔道衣の大きさ又は規格が規定に合わない場合は出場を認めない。※試合前の柔道衣コントロールは各自で行うこと。試合の途中で規格違反が判明した場合は失格とする。
２．参加資格
1 日本国籍を有し、監督、選手ともに、（財）全日本柔道連盟および大分県柔道連盟に登録していること。

2 選手は、大分県に居住、勤務、在学のいずれかに該当する者であること。ただし、就職、転勤等に伴う実体のある現住所の変更が確実な場合は出場を認めるものとする。

3 出場選手は、柔道着の背部に「氏名・所属」の入った既定のゼッケンを縫い付けること。ゼッケンのない者は出場できない。ゼッケンは、四方および対角線を必ず縫い付けること。また、ゼッケンの重ね縫いは禁止とし、失格とする。（スポンサー付きのゼッケンについては出場可とする。）

4 参加料（傷害保険料５００円を含む）一人につき２，５００円（大会当日に受付にて徴収）

３．申込先
板井　慎吾　宛　０９０－２５１４－２２０８
●メール申込先
　　　　　ap70002254474@outlook.jp
※　「大会案内」及び「申込書」は、大分県柔道連盟ホームページからダウンロードが可能です。

４．申込期限・方法
· 令和７年１月17日（金）正午まで必着
· 上記アドレスへのメールに限る。

５．抽選
· 日時　令和７年１月26日（土）全国高等学校選手権大会大分県大会終了後
· 場所　サイクルショップこだま大洲アリーナ会議室

６．その他の留意事項　
· 試合中における負傷者の処置については、主催者側において応急処置は行いますが、事後の責任は負わないものとします。（加入している傷害保険を適用する。）
· 会場使用のマナーを守れないもの、礼法、礼節に欠けるもの、審判に対する非礼な言動など「柔道MIND」に反すると認められ、県の代表としてふさわしくない選手は失格とします。
· 大会中止の場合は、同日、大分県代表選考会議を行い、九州選手権大会に派遣する選手を決定します。
